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1．概要 

 ① 授業目的 
原爆が投下されてから 70 年余が経過し、原爆被害をめぐる問題は、多くの人々の関心から

遠のいているかのようですが、ひとたび関心を寄せれば、未解決のまま残されている多くの問
題、この問題が現代社会にもたらした大きな影響に気付くはずです。原爆被害に基づいて生ま
れた文化を取り上げ、ヒロシマの視点から、地域や国内外の諸問題（中でも、核廃絶をめぐる
日本と世界の状況）に思いをめぐらし、地域でも国際社会でも、積極的に発言し行動する能力
を養うことをめざします。 

現地実習は、広島女学院大学の学生と合同で実施します。 
 

② 開講学期 
春学期集中 

 
③ 実施場所 

西宮上ケ原キャンパス（事前学修）、広島市内（現地実習） 
 

④ 単位数 
２単位（履修単位数制限外、卒業単位に含む） 

 
⑤ 履修基準年度 

１年生 ※２０１９年度春学期卒業見込者は履修できません。 
 

⑥ 定員 
２５名 

 
⑦ 授業担当者 

広島女学院大学 教授 澤村 雅史 
 

⑧ 参加費 
３５，０００円程度（予定）※現地までの交通費も含みます。 

 
⑨ 主なスケジュール （予定）   

変更になる可能性もありますので、あらかじめご了承ください。 

 

日程 内容 実施場所 

5/11（土）

9:30-11:30 
事前学修① 澤村教授（広島女学院大学）の講義 

＜西宮上ケ原キャンパス＞ 

大学院１号館会議室１ 

7/6（土）

10:00-12:00 
事前学修② ビデオ視聴等 

＜西宮上ケ原キャンパス＞ 

大学院１号館会議室１ 

8/3（土）-8/7（水） 現地実習 

8/3：平和記念資料館等見学 

広島市内 

（広島女学院大学、平和記

念公園等） 

8/4：講義、グループワーク 

8/5：講義、被爆証言講話、 

フィールドワーク 

8/6：平和記念式典参加、 

フィールドワーク 

8/7：最終発表 

 

⑩ 成績評価方法 

事前リポート（２０％）、グループワークとプレゼンテーション（６０％）、最終リポート（２０％）

を総合して評価します。 
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２．履修の流れ  

① 応募期間・方法 

シラバスを確認のうえ、履修希望届に必要事項を記入し、下記要領に従って提出してください。 

 

期  間：２０１９年４月１９日（金）～ ２４日(水) 

     平日：８：５０～１６：５０（昼休みの１１：３０～１２：３０を除く） 

     土曜：８：５０～１２：２０ 
 

提 出 先：＜西宮上ケ原＞ ハンズオン・ラーニングセンター（大学院１号館１階） 

   ＜神 戸 三 田＞ 教務機構（アカデミックコモンズ２階） 

※提出の際、学生証を必ず持参してください。 
 

② 履修者発表 

    日  時：２０１９年４月２６日（金）１７：００ 

        ※教学Ｗｅｂサービスの個人伝言にて発表します。 
 

③ 履修にあたっての注意事項 

   ■広報媒体への掲載について 

・実習中の活動の様子を撮影させていただきます。撮影した写真や動画を各種広報媒体にて

使用・掲載することがあります。なお、使用・掲載に不都合がある場合は申し出てくださ

い。 
■履修辞退について 
・履修者発表後の参加辞退（履修取り消し）はいかなる理由があっても認められませんので、

スケジュールの全日程に参加できるよう予定を調整したうえで応募してください。 
■連絡方法について 
・応募から終了までの期間は、履修希望届に記載のある連絡先のほか、教学Ｗｅｂサービス、

関西学院大学メールアドレス（・・・@kwansei.ac.jp）宛に連絡します。 
 

以 上  

 

＜お問い合わせ先＞ ハンズオン・ラーニングセンター 

〒662-8501 兵庫県西宮市上ケ原一番町 1-155（大学院 1号館 1階） 

TEL 0798-54-7479 

Homepage http://www.kwansei.ac.jp/c_hl/ 

Facebook https://www.facebook.com/kg.hands.on.lc 

Twitter https://twitter.com/kg_hands_on 

Instagram https://www.instagram.com/kg.hands_on/ 


